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共
同
設
置

①教員養成大学・学部において必要とされる臨床的な研究力と教員養成に対する学識をともに備
えた教員養成担当教員

②教育現場での実務経験を学部や教職大学院での教員養成に活かすことのできる実務家教員
③教員の資質向上と学校組織マネジメントに貢献する教員研修の専門家となる能力を持った人材

●教員養成系博士課程における臨床的研究の充実
●『令和の日本型学校教育』の実現
●学校教育学の修得の中で教員養成学の体系的な構築

全国的な教育課題に対応しうる知識とスキルを養成

北海道教育大学・大阪教育大学・福岡教育大学
共同教育課程による大学院博士後期課程について（令和７年４月開設）

共同専攻の名称 共同学校教育学専攻

課  程 博士課程（後期３年のみ）

分 野 臨床発達教育科学
 臨床教科学

入学定員
＜北海道教育大学＞ ４名
 ＜大阪教育大学＞ ４名
 ＜福岡教育大学＞ ４名

標準修業年限 ３年

学  位 博士（教育学）

共同専攻の概要

各大学の特色

養成する人材像

共同専攻の
3つの特色

教育現場をフィールドとした
「臨床的研究」による
多様な教育課題の解決

３大学による研究指導体制
「共同ネットワークラボ」活用

「教員養成学の開発」を通して
実践的学問「学校教育学」修得

期待する成果

令和７年度
入学生１５名

資料８
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OECD ティーチング・コンパス（教師の羅針盤）

簡単な概要(一部）のご紹介

Miho Taguma

17 July 2025

Senior policy analyst, project manager of the OECD Future of 
Education and Skills 2040

Directorate for Education and Skills

資料３

1

1. E2040参加国によるTC議論の背景

2. 簡単なTC全体像ー６つの主な概念整理

3. 本日の焦点-２つ
⬧アンカー（錨）
⬧教師エージェンシー（個人・共同・集合）

本日のティーチング・コンパスに関するプレゼン内容
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1. E2040参加国によるTC議論の背景

2. 簡単なTC全体像ー６つの主な概念整理

3. 本日の焦点-２つ
⬧アンカー（錨）
⬧教師エージェンシー（個人・共同・集合）

本日のティーチング・コンパスに関するプレゼン内容

3

OECD諸国によるティーチングコンパス議論の背景：

教員資質・能力

働き方改革
教職課程・教員研修

• カリキュラムを「理念」から「現実」にする未来の教師像

学習指導要領 生徒指導提要

評価・評定

こども基本法教育基本法

• カリキュラム改定含め制度再設計―部分最適から全体最適へ

ラーニング・コンパス (2015-19) 改定中 ティーチング・コンパス(2025)

4
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1. E2040参加国によるTC議論の背景

2. 簡単なTC全体像ー６つの主な概念整理

3. 本日の焦点
⬧アンカー（錨）
⬧複雑化するCo-agency

本日のティーチング・コンパスに関するプレゼン内容

5

１個人・社会・地球のウェルビーイングあふれる2040年に向けて
過去・現在・未来の捉え方、好機と課題のバランス

• 過去から学び、現在に根差し（実
態・実感）、未来に備える

• 二項対立・未結合・分断を超え、
システム思考で

6
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２．ぶれないコンパスのための＜錨＞
変化が激しい時代の羅針盤ー自分軸を錨に

7

３．教師エージェンシー

４．教師コンピテンシー
５．教師のウェルビーイング

8
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６．学びのエコシステム

9

1. E2040参加国によるTC議論の背景

2. 簡単なTC全体像ー６つの主な概念整理

3. 本日の焦点-２つ
⬧アンカー（錨）
⬧教師エージェンシー（個人・共同・集合）

本日のティーチング・コンパスに関するプレゼン内容
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11

Being – authentic self 教師としてある姿・真正なる自己（自己に対する深い理解）

• Professional identify, dignity, integrity
専門職としてのアイデンティティ、尊厳、誠実さ）→教師の矜持

• Sense of purpose

目的意識
• Sense-making/ Meaning-making

“腑に落ちる”/意味付ける （自分自身の意味付け、生徒の鏡に）

12
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Source: OECD, TALIS 2018 Database, Table I.2.20. StatLink: https://doi.org/10.1787/888933933045. 

Teachers’ self-efficacy for helping students to value learning

生徒が学びに価値を見出すサポートすることに対する教師の自己効力感

13

Being – authentic self 教師としてある姿・真正なる自己（自己に対する深い理解）

• Professional identify, dignity, integrity
専門職としてのアイデンティティ、尊厳、誠実さ）→教師の矜持

• Sense of purpose

目的意識ーなぜ、学ぶ・教えるのか？誰のための教育？
• Sense-making/ Meaning-making

“腑に落ちる”/意味付ける （自分自身の意味付け、生徒の鏡に）

Belonging – relationships in classroom &  

school community
教師の居場所（所属感）

• Psychological safety
心理的安心・安全性

• Caring and empowering relationships
思いやりと教師の力を引き出す関係性

• Community connection and school ethos
地域とのつながりと学校の教育理念（校風）

Becoming – professional growth and 
transformation
教師のアイデンティティ形成・専門性、深
化・変化し続ける

• Continuous professional learning
継続的な専門職としての学び

• Self-directed & collaborative learning
主体的・協働的な学び

• Anticipate-Action-Reflection

competency development cycle
予測・行動・振り返りサイクル

14
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• Magnetic Distortion 磁気の歪み
無意識の偏見、外的な圧力、認知のゆがみ

When the Compass doesn’t Work: Risks of Losing the Anchor

コンパスが機能しないとき：アンカー（錨）を失うリスク

• Drifting Off the Intended Course 意図した航路から逸れる
教師エンゲージメントの喪失、視野の狭まり（全人格教育vs測定可能な側面偏重）、説明責任が生む
矛盾（アカウンタビリティ・パラドックス）

• Spinning Needle 針が回り続ける
集中を欠く、本質を見失う、目標が曖昧になる・形骸化する

Self-A
wareness

Self-Care Self-R

efle
ct

io
n

• Self-awareness 自己認識

• Self-reflection 自己内省

• Self-care セルフケア

15

シンガポールの例ー２１世紀教師像（TGM：教師成長モデル）
教師の資質・能力（知識・スキル・価値観）各領域について深堀り

教員の知識

自己についての知識
（メタ認知）

16
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1. E2040参加国によるTC議論の背景

2. 簡単なTC全体像ー６つの主な概念整理

3. 本日の焦点-２つ
⬧アンカー（錨）
⬧教師エージェンシー（個人・共同・集合）

本日のティーチング・コンパスに関するプレゼン内容

17

1. E2040参加国によるTC議論の背景

2. 簡単なTC全体像ー６つの主な概念整理

3. 本日の焦点-２つ
⬧アンカー（錨）
⬧教師エージェンシー（個人・共同・集合）

本日のティーチング・コンパスに関するプレゼン内容

18
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Source: OECD (2024), Curriculum Flexibility and Autonomy: Promoting a Thriving Learning Environment, OECD Publishing, Paris

政治・経済・社会情勢

自由裁量・柔軟性規定・統制

「裁量」のバランス

教師エージェンシー(個人）
例「カリキュラムの自由裁量・柔軟性」を適切に活用できる教師のエージェンシー
（アジャイルに、その場その場の文脈で適切な判断が求められる） 裁量のバランス→振り子の歴史

19

Source: OECD (2024), Curriculum Flexibility and Autonomy: Promoting a Thriving Learning Environment, OECD Publishing, Paris

教師エージェンシー発揮する「自由裁量・柔軟性の範囲・程度・あり方」

性質・あり方
• 選択する
• 適応・調整する
• 新たに加える
• 削除・削減する
• デザインする・共同デザインする

程度
• 低
• 中
• 高

範囲
• カリキュラム（学校レベル）目標
• 内容
• 教え方
• 評価
• 時間数

  

  

    
  

    

  

 

 

  

  

  

  

  

  

  

                                     

       

                    

                  

                                              

                                

カリキュラムの内容 教え方・教授法 評価 時間数

教師国・州

20

155



Learning time ≠ learning outcomes 時間数 ≠ 学力
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HoursBased on students' reports

Hours learning in school

Hours learning out of school

PISA 2022, Figure II.5.11

時間数について – 教師エージェンシー（マインドセットの転換を）

21
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HoursBased on students' reports

Figure II.5.11

Hours learning in school

Hours learning out of school

Productivity

PISA 2022, Figure II.5.11
22
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Source: OECD, TALIS 2018 Database, Tables I.2.20 & I.2.1, StatLink: https://doi.org/10.1787/888933933045. 

例）Critical thinking 批判的思考（鵜呑みにしない思考力）を教えるにあたって・・・
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Percentage of teachers who feel they can hemp students think critically "quite a bit" or "a lot"

Percentage of teachers who "frequently" or "always" give tasks that require students to think critically

教え方についてー指導要領と連動した教員養成課程、教師のニーズに基づく研修
→ 教師エージェンシー（自己効用感等）向上

「生徒に批判的思考を促すことが『かなりできる』『非常にできる』と感じている教師の割合」

「生徒に批判的思考を求める課題を『頻繁に』または『常に』出している教師の割合」

23
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Percentage of teachers who felt "well prepared" or "very well prepared" for the teaching of cross-curricular skills

例）Cross-curricular skills 生徒の教科横断的思考やスキルを教員が教えるにあたって・・・

「教科横断的スキルの指導が、教員養成または正式な研修の一部として含まれていた」と回答した教師の割合

「教科横断的スキルの指導について『十分準備できている』または『とてもよく準備できている』と感じている」教師の割合
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Source: OECD (2020), TALIS 2018 Results (Volume II): Teachers and School Leaders as Valued Professionals, TALIS, OECD Publishing, Paris, https://doi.org/10.1787/19cf08df-en.

例）Teacher’s use of everyday problems in teaching
教科と日常生活の往還 （「理論と実践の往還」にも応用）
日本OECD共同研究・教師を目指す学生部会より示唆→「教育実習」の在り方

「新しい知識がなぜ役に立つのかを示すために、日常生活や仕事の中の問題を取り上げて説明することが『頻繁に』または『常に』あると回答した教師の割合」

25

評価についてー

毎回またはほとんど毎回多くの授業でいくつかの授業でほとんどない、またはまったくない

「この教科で教師が私の強みについてフィードバックをくれる」と回答した生徒の割合
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1. E2040参加国によるTC議論の背景

2. 簡単なTC全体像ー６つの主な概念整理

3. 本日の焦点-２つ
⬧アンカー（錨）
⬧教師エージェンシー（個人・共同・集合）

本日のティーチング・コンパスに関するプレゼン内容

27

生徒との共同エージェンシー
When teachers help students, the students are more likely to pay attention, put more effort in and ask questions
 教師が生徒の学習を支援すると、生徒の学びに向かう態度が向上
（例、先生の話に注意を払う、より努力する、わからない時に質問をする等）

Percentage of students reporting they do the following at least more than half of the time during their school year when their teachers help them with their learning; OECD average

0

10

20

30

40

50

60

70

80

Pay attention when
mathematics

teacher is speaking

Put effort into their
assignments for

mathematics class

Make time to learn
the material for

mathematics class

Ask questions when
they do not

understand the
mathematics

material being
taught

Start their work on
mathematics

assignments right
away

Connect new
material to what

they have learned
in previous

mathematics
lessons

Actively participate
in group discussions
during mathematics

class

Lose interest during
mathematics

lessons

Give up when they
do not understand
the mathematics

material being
taught

%
In most or every lesson In some lessons or never

Teachers help students with their learning:

Source：PISA Figure V.5.8

先生が話しているとき
に注意を払う

課題に一生懸命
取り組む

学習のために時間
を確保する

教えられた内容が
分からないときに
質問する

新しい内容を過去
に学んだことと関
連づける

授業中のグループ
討議に積極的に参
加する

授業中に興味を
失う

課題にすぐ取りか
かる

内容が分からないと
きにあきらめる

「教師が学習を支援してくれるときに、年間を通じて少なくとも半分以上の時間で以下のことを実行している」と回答した生徒の割合（OECD平均）

ほとんどの授業または毎回の授業で いくつかの授業で、または一度もない

教師は生徒の学びを支援
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Teacher 

LearnerLearner peer AI tutor

AI learner 
peer

AI assistant

教室の中で複雑化する共同
エージェンシー

29

E2040：人間ならではの教師エージェンシーとAIエージェントの共創の在り方
（二項対立を越え、補完的な役割分担などAI専門家と議論中）

観点 人間の教師
（Human Intelligence）

AIエージェント
（Artificial Intelligence）

専門性と倫理 内省的・価値に根ざし、倫理的責任を
持つ

タスク志向・自己認識と道徳的判断を
持たない

生徒との関係性 本物の対話、感情的つながり、メンタ
リング

構造化された支援、定型的なフィード
バック

知識の扱い方 ゆっくり・深く考える。
身体知・経験に基づく

高速・一貫性あり。
膨大な知識に即時アクセス

創造性と共感 直感・ひらめき・本物の共感 パターン生成・模倣的共感

共創のあり方
人間×AIの補完関係

人間性が求められるタスクに集中し、AIは定型タスクを担当

社会的文脈 AIは文化的・認知的技術
教育は「AIと共に生きる力」の育成へ
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国・州カリキュ
ラム策定者作
教科専門家

教師

Ask questions 

about  curriculum
校長・副校長

教師自身が教師のためのAIツールをデザインー新しい研修のカタチ
（カリキュラム・サポートツール国際共同開発パイロット実施中）
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1. E2040参加国によるTC議論の背景

2. 簡単なTC全体像ー６つの主な概念整理

3. 本日の焦点-２つ
⬧アンカー（錨）
⬧教師エージェンシー（個人・共同・集合）

本日のティーチング・コンパスに関するプレゼン内容
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教師の集団エージェンシー
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全くしない 年1回以下 年2〜4回 年5〜10回 月1〜3回 週1回以上

同じクラスでチ
ームとして共同
で授業を行う

他の教師の授業
を参観し、フィ
ードバックを行
う

異なるクラスや学年
をまたいだ共同活動
に参加する

協働的な専門職とし
ての学び（共同研
修）に参加する

ー週1回以上協働している教師は、最も高い自己効力感を示している 示唆→ 教師のエージェンシー（主体性）や専門
性の向上には、教師も、個別最適な学びだけでなく、協働を通じた相互学習が不可欠。集団的エージェンシーを高めるた
めには、学校文化としての「協働の習慣化」が重要。

33

OECD社会的・情動的スキルプロジェクト
社会的・情動的スキルを重要と「共通の意識（shared mindset）」を持つ学校に通う生徒は、
多くの参加地域で、半数未満である
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Percentage of 15-year-old students in schools where all teachers and principal agree social and emotional skills impact outcomes
すべての教師および校長が「社会的・情動的スキルが成果に影響を与える」と認識している学校に通う15歳の生徒の割合

若者の雇用増加と経済的成功に向け 社会的不平等の縮小に向け
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Thank you
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